
警察署協議会議事概要

協議会名 神奈川県小田原警察署協議会

日 時 令和５年９月４日（月）午後２時30分から午後３時50分までの間

場 所 神奈川県小田原警察署

出 席 者
１ 警察署協議会側

会長 夏目芳夫、副会長 田村正美、委員 石塚達義、委員 川村悟、委員 村山一郎、

委員 秋山実、委員 西島庸吉、委員 小林美由紀、委員 山本博文、委員 中山智子

計10人

２ 警察署側

警察署長 正野正樹、副署長 山崎孝幸、会計担当次長 山田勝康、刑事担当次長 田中

大輔、交通担当次長 赤間信之、地域担当次長 山岸純、調査官 鈴木晴美、生活安全課

長 本郷大介、警備課長 風巻和弘

計９人

警察署協議会からの答申等に対する措置結果の説明

議事要旨 前回諮問「警察相談」について

１ 市民の声を真摯に受け止めて対応し、感謝されていることがわかり、今後も民事問題

など、いろんな相談に対応してもらいたい。

２ いろいろな困りごと相談があると思うが、適切な部署に振り分けて解決してもらいた

い。

３ ＤＶ、ストーカー、児童虐待については、各行政機関と連携して解決してもらいたい。

との答申を受けて

１ 民事問題の相談については、相談者等の安全にかかわることが内在しているかどうか

よく見極めた上、適切に対応している。

２ 各種相談については、必要に応じ関係各課、係員を同席させ、適切に対応し解決に取

り組んでいる。

３ 本部と情報共有を図りながら、適切に判断し、児童相談所、市役所、町役場等関係機

関と連携している。

などを説明した。

諮問

「電動キックボードの総合的な交通対策」について

答申

１ 電動キックボードの普及にあたり、ルールとマナー教育をポスター等を活用して学校

やＰＴＡ、自治会等で広報してもらいたい。

２ 駐輪場を確保してもらいたい。

３ 正しい乗車方法について普及してもらいたい。

業務説明

令和５年６月から７月までの業務推進状況及び令和５年９月から12月までの業務推進重点に



ついて説明した。


